
地
球
人
の
無
知
を
知
れ
！

脱
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
︙

http://w
w

w
.jom

aca.join-us.jp/shire.pdf

二
〇
二
三
年
九
月
十
一
日

ヤ
マ
ト
平
民
会
議

山
田

学

ⓒ

ま
な
ぶ

※
本
論
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
公
開
〈

や
宇
宙
人
を

U
F
O

迎
へ
る
準
備
〉
と
、
二
〇
二
一
年
三
月
公
開
〈
学
問
の
本

質
の
論
〉
を
、
ま
と
め
、
改
題
・
更
新
い
た
し
ま
し
た
。

諸
民
族
の
調
和
へ
、
そ
れ
を
仲
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
日

本
民
族
。
お
肚
の
底
か
ら
の
、
声
と
す
る
た
め
、
旧
か
な

な
か

に
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ܴ

Δ
४
උ

冒
頭
に
、
お
詫
び
し
ま
す
。
今
の
日
本
の
学
校
歴
観
に
。
わ
た
く
し
が
、
一
九
八
一
年
に
、

東
大
工
学
部
を
中
退
し
た
事
実
を
。
高
学
校
歴
な
ほ
も
ち
て
、
聖
人
化
し
う
る
。
言
は
む
や
、

無
学
校
歴
は
聖
人
化
し
う
る
。
た
だ
し
、
お
た
が
ひ
の
健
康
平
和
な
生
活
の
道
、
こ
れ
を
こ
そ
、

生
産
し
あ
ふ
と
、
め
ざ
し
あ
へ
る
な
ら
。
そ
の
や
う
、
社
会
の
本
質
に
、
帰
り
う
る
な
ら
。

ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
を
主
催
す
る
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
、
い
び
つ
な
地
球
統
制
を
、

助
長
し
よ
う
と
し
て
ゐ
ま
す
。
近
代
科
学
は
、
実
は
、
次
の
理
解
が
、
薄
い
で
す
。
人
間
や
他

生
物
の
生
命
に
つ
い
て
。
人
間
に
よ
る
世
界
認
識
に
つ
い
て
。
人
間
が
諸
民
族
性
に
分
化
し
た

こ
と
に
つ
い
て
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
は
、
そ
の
近
代
科
学
の
弱
点
の
ま
ま
に
、
十
九

世
紀
以
降
の
、
化
学
や
、
二
十
世
紀
以
降
の
、
遺
伝
子
工
学
や
、
計
測
制
御
技
術
な
ど
に
、
と

ら
は
れ
、
い
び
つ
な
地
球
統
制
を
、
助
長
し
よ
う
と
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
の
裏
に
、
特
定
大
企
業

群
の
資
産
増
殖
欲
も
、
見
え
隠
れ
し
ま
す
。

と
も
か
く
も
、
〈
眞
智
〉
、
す
な
は
ち
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
が
、
望
ま
れ
ま
す
。

十
七
世
紀
以
降
、
数
学
と
物
理
学
が
、
発
達
し
ま
し
た
。
実
は
ま
だ
、〈
眞
智
〉
の
数
学
、〈
眞

智
〉
の
物
理
学
と
、
架
空
の
認
識
と
し
て
の
、
数
学
や
物
理
学
が
、
混
在
し
て
ゐ
ま
す
。
む
し

ろ
、
架
空
の
認
識
か
ら
、
数
学
や
物
理
学
を
、
統
制
し
て
ゐ
る
の
が
、
二
十
世
紀
以
降
の
、
数

理
哲
学
と
物
理
哲
学
、
な
の
で
す
。
代
表
学
者
は
、
ラ
ッ
セ
ル
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
で
す
。
近
未
来
、

や
異
星
人
の
問
題
に
も
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

U
F
O

れ
ら
代
表
学
者
を
、
批
判
・
克
服
せ
ぬ
限
り
、
必
要
な
対
応
は
、
不
可
能
で
す
。
実
は
、
地
球

人
は
、
宇
宙
に
て
、
後
進
生
物
に
す
ぎ
ま
せ
ぬ
。
異
星
人
に
、
教
へ
て
も
ら
つ
た
、
な
ど
の
、

未
来
的
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
が
、
す
で
に
、
米
軍
の
裏
な
ど
に
、
あ
る
。
さ
う
い
ふ
説

も
、
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
東
大
に
限
界
を
感
じ
、
そ
し
て
、
地
球
人
の
無
知
を
、
知
り
ま
し
た
。
近
未

地球人の無知を知れ！ 1／7



来
の
人
間
社
会
に
必
須
と
、
考
へ
ら
れ
る
、
〈
次
の
学
問
〉
こ
そ
を
、
数
十
年
間
、
蓄
積
し
て

を
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た
く
し
の
労
働
寄
付
に
よ
り
。
そ
の
内
容
は
、
ほ
か
に
は
な
い
、
ま

さ
に
貴
重
品
で
あ
る
と
、
ひ
ろ
く
、
お
認
め
い
た
だ
け
ま
す
で
せ
う
か
。

〈
次
の
学
問
〉
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
ま
す
が
、
ま
づ
、
理
工
系
関
連
は
、
以
下
で

す
。ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
限
界
に
つ
い
て
、
指
摘
し
た
。

「
物
理
学
再
考
」

表
紙http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_butsuri_fine.pdf

本
文(

枚)
http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_butsuri.pdf

14

数
学
を
、
西
欧
宗
教
か
ら
解
放
し
、
現
場
の
方
法
を
論
理
化
す
る
、
数
学
の
基
礎
の
論
。

「
現
実
論
と
し
て
の
数
学
を
」

表
紙http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_suugaku_fine.pdf

本
文(

枚)
http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_suugaku.pdf

23

生
物
系
と
個
人
を
め
ぐ
り
、
物
理
学
と
、
生
理
学
と
、
認
識
学
と
、
さ
ら
に
道
徳
学
を
、
統

一
。

「
生
物
系
と
個
人
」

表

紙

http://w
w

w
.jom

aca.join-us.jp/jom
aca_seibutsukei_fine.pdf

本
文(

枚)
http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_seibutsukei.pdf

10

常
温
に
て
の
、
核
融
合
や
核
分
裂
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
。

「
原
子
転
換
論
」

表
紙

http://w
w

w
.jom

aca.join-us.jp/jom
aca_tenkan_fine.pdf

本
文(

枚)
http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_tenkan.pdf

14

わ
た
く
し
の
父
が
発
明
し
た
、
〈
氣
功
を
工
業
化
す
る
技
術
〉
。
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
、
縄

文
の
土
器
や
土
偶
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
つ
つ
、
物
理
学
や
生
理
学
に
、
ふ
た
つ
の
新
し
い
概
念
を

提
唱
。

「
Ｔ
Ｑ
技
術
の
理
解
へ
」

表
紙http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_rikai_fine.pdf

本
文(

枚)
http://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp/jom

aca_rikai.pdf

26

さ
て
、
世
界
を
、
一
面
か
ら
の
み
、
観
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
世
界
に
は
、
い
く
つ
も
の
面
が

あ
り
、〈
諸
面
の
区
別
と
連
関
〉
を
解
明
し
て
い
く
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
本
質
論
な
の
で
す
。

ド
イ
ツ
の
ヘ
ー
ゲ
ル(1770

～1831)

に
と
り
、
こ
の
こ
と
は
、
常
識
で
し
た
。
こ
れ
を
否

定
し
て
し
ま
ひ
、
「
現
代
哲
学
」
を
、
出
発
さ
せ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
人
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ

ッ
セ
ル(1872

～1970)

で
す
。
ラ
ッ
セ
ル
は
、
数
学
者
出
身
。
世
界
を
一
面
か
ら
の
み
、
観

て
、「
無
矛
盾
」
を
、
夢
想
し
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
大
英
帝
国
の
地
球
支
配
、
そ
れ
に
と
り
、

ラ
ッ
セ
ル
思
想
も
、
必
要
だ
つ
た
の
で
せ
う
。

地球人の無知を知れ！ 2／7
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実
は
、
今
の

(

情
報
通
信
技
術)

も
、
論
理
と
し
て
は
、
ラ
ッ
セ
ル
の
弟
子
で
す
。

I
C
T

結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
に
、
ぶ
つ
か
つ
て
ゐ
ま
す
。

な
ほ
、
自
由
の
本
質
は
、
〈
世
界
対
応
の
自
由
〉
で
す
。
人
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
〈
眞
智
〉

(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識)

の
、
〈
学
問
と
技
能
と
規
律
と
体
力
〉
、
こ
れ
を
、
自
分
に
増

す
。
さ
う
し
て
、
〈
世
界
対
応
の
自
由
〉
、
こ
れ
を
、
拡
張
し
て
い
き
ま
せ
う
。

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
て
、
〈
聖
な
る
感
謝
〉
し
つ
つ
、
〈
眞
智
〉(

健
康
平
和
な
、
現
実

の
認
識)

に
て
〈
聖
愛
〉(
健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)

し
あ
ふ
。
こ
れ
に
努
め
る
人
を
、
聖
人

な
い
し
、
聖
人
化
の
人
と
、
呼
び
ま
せ
う
。

や
異
星
人
を
迎
へ
る
準
備
。
そ
の
た
め
に
、

U
F
O

転
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て
、
学
問
を
転
換
さ
せ
る
。
〈
次
の
学
問
〉
こ
そ
が
、
必
須
な
、
こ
れ
か

つ
ゑ

ら
に
て
、
あ
ら
ゆ
る
俗
人
は
、
聖
人
化
し
う
る
。
聖
人
化
連
帯
で
す
。
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
で
す
。

『
ヤ
マ
ト
よ
り
愛
を
こ
め
て
』
と
い
ふ
歌
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
神
風
特
攻
隊
と
い
ふ
一
揆
よ

り
も
、
〈
次
の
学
問
〉
こ
そ
を
、
学
び
あ
ひ
ま
せ
う
。

ֶ

ཱ
ࠃ


〈
次
の
学
問
〉
は
、
憂
き
世
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
、
〝
知
の
細
分
化
、
渾
沌
”
と
は
、
正
反

対
な
の
で
す
！

今
の
学
界
外
の
、
山
田

学
に
て
、
実
は
す
で
に
確
立
、
潜
在
し
て
ゐ
る
、

(

理
工
系
に
限
ら
ぬ)

思
考
統
合
＝
〈
学
問
の
本
質
の
論
〉
の
悦
び
を
、
在
野
か
ら
浮
上
さ
せ

て
い
た
だ
く
興
奮
︙
。
こ
こ
に
て
、
お
立
ち
会
ひ
い
た
だ
け
ま
す
か
。
地
球
協
同
社
会
へ
の
超

然
概
念
集
な
の
で
す
。
日
本
国
が
む
し
ろ
学
問
立
国
へ
脱
皮
す
る
中
身
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
成

長
分
野
で
す
。
〈
ま
う
ひ
と
つ
の
学
界
〉
で
す
。

世
界
は
、
そ
の
本
質
も
、
一
面
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
も
の
面
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の
、

本
質
的
な
、
全
面
。
そ
れ
ら
へ
、
着
目
し
て
い
く
。
す
る
と
、
世
界
は
〈
本
質
的
な
諸
面
の
変

化
〉
と
し
て
、
認
識
さ
れ
ま
す
。
変
化
す
る
対
象
に
お
い
て
、
あ
る
、
〈
矛
盾
す
る
論
理
〉
と

し
て
、
世
界
の
本
質
的
な
諸
面
は
、
理
解
さ
れ
て
い
き
つ
つ
、
世
界
の
本
質
的
な
全
面
は
、
理

解
さ
れ
ま
す
。
〈
矛
盾
す
る
論
理
〉
と
は
、
「
何
か
で
あ
る
、
と
と
も
に
、
そ
れ
で
な
い
。
」
で

す
。
変
化
の
論
理
で
す
。

わ
た
く
し
ど
も
が
、
今
ま
で
に
、
思
索
し
て
き
た
、
す
な
は
ち
、
矛
盾
の
解
決
を
し
て
き
た
、

〈
対
立
の
統
一
〉
な
い
し
〈
区
別
と
連
関
〉
の
諸
項
目
を
、
以
下
に
、
綴
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

思
索
は
、
ほ
と
ん
ど
、

(

縄
文)

あ
か
で
み
ぃ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.jom
aca.join-us.jp

J
O
M
O
N

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
内
容
の
な
か
に
、
あ
り
ま
す
。
本
質
論
は
、
む
ろ
ん
、
抽
象
論
で
あ
り
、

具
体
論
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
内
容
の
は
う
を
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
か
。

こ
こ
で
は
ま
づ
、
抽
象
論
の
高
み
に
の
み
、
短
く
接
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

世
界
の
本
質
、
あ
る
い
は
、
世
界
の
諸
分
野
の
本
質
に
は
、
以
下
の
、
〈
対
立
の
統
一
〉
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な
い
し
〈
区
別
と
連
関
〉
が
、
あ
る
。(

世
界
の
本
質
の
論
が
、
世
界
学
本
質
論
。
世
界
の

諸
分
野
の
本
質
の
論
が
、
科
学
本
質
論
。
前
者
と
後
者
を
合
せ
、
学
問
の
本
質
の
論
。)

〈
世
界
の
本
質
〉

世
界
は
〈
主
体
と
客
体
〉
で
あ
る
。
世
界
は
〈
体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い
〉
で
あ
る
。

体
内
が
、
主
体
で
あ
り
、
体
外
と
認
識
じ
た
い
が
、
客
体
で
あ
る
。
世
界
は
、
体
内
の
動
的

存
在
と
、
体
内
の
静
的
存
在
と
、
関
係
と
、
動
的
属
性
と
、
静
的
属
性
と
、
実
体
、
で
あ
る
。

体
内
の
動
的
存
在
と
、
体
内
の
静
的
存
在
が
、
主
体
で
あ
り
、
関
係
と
、
動
的
属
性
と
、
静

的
属
性
と
、
実
体
が
、
客
体
、
す
な
は
ち
体
外
と
認
識
じ
た
い
、
で
あ
る
。

世
界
は
ま
た
、
生
活
と
生
産
と
自
然
と
宇
宙
、
で
あ
る
。

世
界
に
は
、
架
空
の
世
界
と
、
現
実
の
世
界
と
が
、
あ
る
。
世
界
に
は
、
未
知
の
部
分
と
、

既
知
の
部
分
と
が
、
あ
る
。
世
界
は
、
時
間
と
空
間
の
統
一
、
で
あ
る
。
時
間
の
過
去
と
未

来
、
に
つ
い
て
、
未
知
の
部
分
と
、
既
知
の
部
分
と
が
、
あ
る
。
空
間
の
壮
大
と
微
細
、
に

つ
い
て
、
未
知
の
部
分
と
、
既
知
の
部
分
と
が
、
あ
る
。
世
界
に
は
、
歴
史
が
あ
り
、
部
分

と
し
て
、
過
程
が
あ
り
、
部
分
と
し
て
、
運
動
が
あ
る
。
世
界
の
歴
史
は
、
す
な
は
ち
、
進

化
と
発
達
で
あ
る
。
進
化
と
発
達
に
は
、
流
転
と
集
結
が
あ
る
。
異
星
人
と
人
間
社
会
の
問

題
、
も
あ
る
。

世
界
は
、
あ
る
い
は
、
世
界
の
諸
分
野
は
、
本
質
と
構
造
と
現
象
の
統
一
、
で
あ
る
。
世

界
に
は
、
類
と
部
分
と
個
が
、
あ
る
。
類
に
は
、
普
遍
性
が
あ
り
、
部
分
に
は
、
特
殊
性
と

普
遍
面
が
あ
り
、
個
に
は
、
個
性
と
特
殊
面
と
普
遍
面
が
あ
る
。

世
界
の
関
係
に
は
、
矛
盾
す
る
論
理
と
、
絶
対
の
論
理
と
が
、
あ
る
。
矛
盾
の
解
決
に
は
、

調
和
と
闘
争
が
あ
る
。
あ
る
も
の
の
変
化
に
、
対
立
す
る
も
の
が
、
媒
介
す
る
。
あ
る
も
の

か
ら
対
立
す
る
も
の
へ
、
対
立
す
る
も
の
か
ら
も
と
の
あ
る
も
の
へ
、
否
定
の
否
定
、
と
い

ふ
変
化
が
あ
る
。
あ
る
も
の
が
、
直
接
に
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。

世
界
の
部
分
に
、
質
と
量
と
か
ず
と
図
形
が
あ
る
。
量
と
か
ず
と
図
形
に
お
い
て
、
執
着

無
限
と
、
実
用
無
限
と
が
あ
る
。
あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
は
、
質
と
量
に
お
い
て
、
浸

透
と
転
化
が
あ
る
。
も
の
ご
と
に
は
、
内
容
と
形
式
が
あ
る
。
あ
る
も
の
か
ら
対
立
す
る
も

の
へ
、
内
容
と
形
式
に
お
い
て
、
止
揚
が
あ
る
。

世
界
は
、
現
象
に
お
い
て
、
偶
然
と
意
志
が
あ
り
、
本
質
に
お
い
て
、
必
然
が
あ
る
。
世

界
に
は
、
主
体
的
か
ら
客
体
的
へ
、
道
徳
と
経
営
と
公
会
発
達
と
認
識
理
と
生
理
と
物
理
、

り

と
い
ふ
分
野
が
あ
る
。
世
界
は
、
意
志
の
三
重
と
、
必
然
の
三
重
。
道
徳
の
意
志
と
、
経
営

の
意
志
と
、
公
会
発
達
の
意
志
。
認
識
理
の
必
然
と
、
生
理
の
必
然
と
、
物
理
の
必
然
。
主

体
す
な
は
ち
体
内
に
も
と
づ
き
、
病
的
戦
争
と
健
康
平
和
が
あ
る
。〈
眞
智
〉
、
健
康
平
和
な
、

現
実
の
認
識
、
に
て
の
、
保
育
と
教
育
と
保
健(

の
運
営
と
指
導)

と
看
護
と
医
療
が
、
理

想
で
あ
る
。
諸
民
族
の
伝
統
に
は
、
必
然
が
あ
り
、
諸
民
族
の
調
和
へ
創
造
す
る
意
志
が
、

理
想
で
あ
る
。
個
人
に
は
、
受
精
と
生
誕
か
ら
死
亡
ま
で
の
、
物
理
と
生
理
と
認
識
理
が
、



地球人の無知を知れ！ 5／7

あ
る
。

〈
道
徳
の
本
質
〉

〈
眞
智
〉
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
、
に
て
の
、
労
働
力
の
養
成
と
使
用
。
こ
れ
に
、

世
界
対
応
の
自
由
の
拡
張
が
、
あ
る
。
労
働
力
は
、
学
問
と
技
能
と
規
律
と
体
力
で
あ
る
。

労
働
と
修
正
と
休
養
に
お
い
て
、
姿
勢
動
作
と
呼
吸
と
意
識
を
、
工
夫
す
る
。
技
能
に
は
、

創
出
と
保
持
と
使
用
が
、
あ
る
。
認
識
と
生
体
に
、
技
能
が
あ
り
、
労
働
手
段
と
休
養
手
段

に
、
技
術
が
あ
る
。
必
然
の
、
苦
し
み
や
悩
み
こ
そ
、
導
き
の
糸
。
〈
聖
な
る
感
謝
〉
し
つ

つ
、
体
内
の
〈
快
〉
を
、
求
む
。
〈
無
〉
＝
不
快
が
無
い
を
、
求
む
。
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場

む

面
に
て
、
〈
聖
な
る
感
謝
〉
し
つ
つ
、
〈
眞
智
〉(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識)

に
て
〈
聖

愛
〉(

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)
し
あ
ふ
。
聖
人
化
連
帯
す
る
。
健
康
平
和
な
、
姿
勢
動

作
と
、
呼
吸
と
、
食
事(

と
排
泄)
と
、
人
間
関
係(

と
く
に
異
性
関
係)

と
、
精
神
と
、

生
活
環
境
を
、
追
求
し
あ
ひ
つ
づ
け
る
。
健
康
平
和
研
究
の
冥
想
生
活
。
こ
れ
が
、
保
健
で

あ
り
、
冥
想
生
活
に
お
い
て
、
道
徳
を
発
達
さ
せ
る
。
資
本
制
社
会
を
止
揚
し
て
ゆ
く
。
道

徳
と
い
ふ
生
活
規
範
は
、
個
々
人
に
属
し
、
道
徳
共
同
体
の
運
営
や
指
導
は
、
道
徳
案
の
み

で
あ
る
。

〈
経
営
の
本
質
〉

呪
術
と
宗
教
と
哲
学
と
科
学
と
政
治
、
こ
れ
ら
の
伝
統
こ
そ
を
、
止
揚
し
、
〈
眞
智
〉
、
健

康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
こ
そ
を
、
生
産
し
あ
ふ
。
現
場
の
渾
沌
と
し
た
情
報
に
、
も
と
づ

き
、
秩
序
あ
る
予
想
を
、
し
あ
ふ
。
記
録
と
記
憶
と
注
意
と
発
想
と
会
議
、
こ
れ
ら
を
連
関

さ
せ
る
。
予
想
を
、
実
験
と
運
営
と
経
営
に
よ
り
、
確
認
し
あ
ふ
。
資
産
と
収
支
と
負
債
を
、

反
省
す
る
。
生
産
前
提
と
労
働
力
を
組
み
あ
は
せ
、
生
産
す
る
。
生
産
前
提
は
、
労
働
対
象

と
労
働
手
段
で
あ
る
。
労
働
力
は
、
休
養
手
段
と
、
保
育
と
教
育
と
保
健
と
看
護
と
医
療
に

よ
り
、
養
成
す
る
。
仕
入
と
生
産
と
陳
列
と
販
促
と
健
康
平
和
研
究
、
こ
れ
ら
の
最
高
品
質

と
最
低
費
用
を
、
追
求
す
る
。
商
品
の
魅
力
と
、
陳
列
管
理
の
わ
か
り
や
す
さ
を
、
追
求
す

る
。
あ
ら
ゆ
る
人
に
期
待
さ
れ
る
、
を
め
ざ
す
。
提
案
と
通
信
と
金
融
と
運
輸
と
建
築
を
、

健
康
平
和
化
す
る
。
資
産
増
殖
目
的
か
ら
、
未
来
協
同
目
的
へ
、
再
編
し
あ
ふ
。
食
糧
と
資

源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
通
貨
の
需
給
を
、
健
康
平
和
化
す
る
。
労
働
と
貨
幣
の
関
係
、
認
識
と

言
語
の
関
係
を
、
正
し
く
、
理
解
し
あ
ふ
。

〈
公
会
発
達
の
本
質
〉

人
間
は
、
世
界
を
認
識
し
、
表
現
な
い
し
言
語
し
記
号
し
あ
つ
て
ゐ
る
。
機
能
言
語
学
よ

り
、
内
容
言
語
学
を
、
発
達
さ
せ
る
。
生
活
は
、
労
働
と
生
産
と
休
養
で
あ
る
。
〈
眞
智
〉
、

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
、
に
て
の
、
規
範
と
学
問
と
祈
り
と
芸
術
と
養
生
、
つ
ま
り
、

善
と
眞
と
信
と
美
と
健
を
、
発
達
さ
せ
る
。
公
会
創
造
に
は
、
学
問(

思
考)

と
、
生
産(

生

体)

と
、
道
徳(

情
感)

と
、
民
衆
批
評(

情
念)

と
、
政
治
解
消(

情
念)

、
と
い
ふ
分
野

が
あ
る
。
公
会
創
造
は
、
思
索
と
情
念
の
先
導
と
、
批
評
と
反
発
の
自
由
、
で
あ
る
。
公
会



地球人の無知を知れ！ 6／7

創
造
は
、
指
導
と
運
営
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
指
導
部
と
運
営
部
は
、
民
衆
に
期
待
さ
れ

る
、
を
め
ざ
す
。
未
来
協
同
へ
、
規
範
と
、
概
念
を
、
統
一
し
て
い
き
あ
ふ
。
未
来
協
同
に

は
、
公
会
と
協
会
と
個
人
と
が
、
あ
る
。
家
庭
と
同
好
会
と
職
場
と
い
ふ
、
私
的
な
協
会
が

あ
る
。
地
球
公
会
へ
の
道
を
信
仰
す
る
。
人
間
社
会
は
、
三
重
の
構
造
。
人
間
社
会
は
、
ま

づ
、
生
産
の
社
会
が
、
あ
る
。
労
働
に
よ
る
生
産
の
社
会
。
そ
の
生
産
の
社
会
の
う
ち
に
、

認
識
表
現
の
社
会
が
、
あ
る
。
認
識
に
よ
る
表
現
の
社
会
。
そ
の
認
識
表
現
の
社
会
の
う
ち

に
、
規
範
の
社
会
が
、
あ
る
。
規
範
に
よ
る
調
整
の
社
会
。
人
民
の
、
思
考
と
生
体
と
情
感

と
情
念
。
そ
れ
が
、
認
識
表
現(

学
問
協
会)

、
生
産(

生
産
協
会)

、
規
範(

道
徳
協
会
な

い
し
政
治
解
消
協
会)

に
て
、
協
同
す
る
。
人
民
と
、
地
球
社
会
が
、
調
和
す
る
。
諸
民
族

の
闘
争
か
ら
調
和
へ
、
追
求
し
あ
ふ
。
階
級(

資
産
格
差)

の
闘
争
か
ら
、
資
産
循
環
へ
、

追
求
し
あ
ふ
。
労
働
力(

と
い
ふ
商
品)
と
、
通
常
商
品
と
、
貨
幣(

と
い
ふ
商
品)

の
、

存
在
と
要
望
を
、
調
整
し
あ
ふ
。
人
間
社
会
の
健
康
平
和
化
の
た
め
の
、
立
法
と
執
行
と
司

法
と
世
論
な
い
し
選
挙
、
を
、
考
へ
る
。
す
な
は
ち
、
政
治
形
態
と
統
治
形
態
と
国
家
形
態

を
、
考
へ
る
。
軍
事
産
業
か
ら
、
健
康
平
和
事
業
へ
、
追
求
し
あ
ふ
。

〈
認
識
理
の
本
質
〉

認
識
に
は
、
感
覚
と
表
象
と
概
念
が
あ
る
。
目
的
と
意
志
と
規
範
も
、
あ
る
。
規
範
に
は
、

言
語
規
範
・
記
号
規
範
と
、
道
徳
と
、
組
織
規
範
と
、
法
律
と
、
条
約
が
あ
る
。
認
識
す
る

自
分
に
は
、
生
体
自
分
と
、
脱
生
体
自
分
と
が
、
あ
る
。
認
識
に
は
、
眞
理
と
誤
謬
が
あ
る
。

眞
理
に
は
、
相
対
的
眞
理
と
、
絶
対
的
眞
理
と
が
あ
る
。
概
念
は
、
概
念
と
判
断
と
推
論
へ
、

展
開
さ
れ
る
。
原
子
な
い
し
素
粒
子
と
い
ふ
概
念
と
、
も
の
の
あ
は
れ
・
雪
月
花
・
花
鳥
風

月
と
い
ふ
表
象
と
、
酵
素
活
性
場
の
予
感
を
、
調
和
さ
せ
て
い
く
。

〈
生
理
の
本
質
〉

主
体
の
陰
陽
と
、
客
体
の
陰
性
陽
性
と
い
ふ
、
生
理
反
応
と
し
て
の
世
界
観
が
、
あ
る
。

客
体
的
と
主
体
的
の
統
一
と
し
て
、
神
経
的
認
識
と
、
血
液
的
労
働
が
、
あ
る
。
文
学
の
主

題
と
し
て
、
愛
と
死
が
あ
る
。
生
命
は
、
生
命
体
と
い
ふ
主
体
に
お
け
る
、
代
謝
過
程
で
あ

る
。
遺
伝
模
様
は
、
生
存
環
境
に
適
応
す
る
形
態
に
お
い
て
、
代
謝
過
程
に
反
映
す
る
。
生

命
体
を
構
成
し
て
ゐ
る
物
質
は
、
交
替
し
て
ゐ
る
、
と
と
も
に
、
生
命
体
の
構
造
・
機
能
は
、

一
定
期
間
、
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
長
さ
単
位
の
、
動
的
立
体
模
様
の
、
進
化
な

い
し
発
達
に
、
着
目
す
る
。
地
球
表
面
の
動
的
立
体
模
様
の
、
進
化
。
生
物
系
の
動
的
立
体

模
様
の
、
進
化
。
脊
椎
動
物
の
、
顎
と
歯
と
骨
の
、
動
的
立
体
模
様
の
、
進
化
。
人
間
社
会

あ
ご

の
動
的
立
体
模
様
の
、
発
達
。
個
人
の
全
心
身
の
、
動
的
立
体
模
様
の
、
発
達
。
細
胞
の
動

的
立
体
模
様
の
、
進
化
。
タ
ン
パ
ク
質
分
子
団
の
、
ア
ミ
ノ
酸
的
な
、
動
的
立
体
模
様
の
、

進
化
。

群
の
動
的
立
体
模
様
の
、
進
化
。
ソ
マ
チ
ッ
ド
な
ど
の
動
的
立
体
模
様
の
、

R
N
A

進
化
。

分
子
団
の
動
的
立
体
模
様
の
、
進
化
。
原
子
核(

と
く
に
酸
素
原
子
核)

内

H
2
O

の
、
動
的
立
体
模
様
の
、
進
化
。
物
質
に
は
、
生
命
促
進
性
と
い
ふ
物
性
が
あ
る
。
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〈
物
理
の
本
質
〉

物
体
運
動
は
、
今
、
こ
こ
に
、
有
る
、
と
と
も
に
、
無
い
、
で
あ
る
。
空
間
の
全
位
置
に
、

場
と
い
ふ
性
質
が
あ
り
、
空
間
の
位
置
に
は
、
眞
空
位
置
と
、
物
質
存
在
位
置
と
が
、
あ
る
。

「
遠
隔
力
」
よ
り
、
場
の
論
理
を
、
深
め
る
。
場
は
、
空
間
の
各
位
置
に
お
け
る
、
加
速
度

の
可
能
性
と
現
実
性
、
で
あ
る
。
力
学
か
ら
電
磁
気
学
を
、
解
釈
す
る
の
で
な
く
、
電
磁
気

学
の
延
長
か
ら
、
力
学
を
止
揚
す
る
。
物
質
に
は
、
弾
性
と
塑
性
と
粘
性
と
分
離
性
の
綜
合

が
あ
る
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
則
」
と
い
ふ
よ
り
は
、
物
質
的
運
動
に
お
け
る
、
転
化
比
例

法
則
で
あ
る
。

地
球
協
同
社
会
の
た
め
の
超
然
概
念
集
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
発
達
し
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
は
、
創
造
の
た
め
の
、
熟
議
と
、
そ
れ
を
促
進
す
る
、
今
ま
で
に
な
い

の
、
核
心
な

I
C
T

の
で
す
。
内
容
分
類
の
核
心
な
の
で
す
。
非
難
し
あ
ふ
の
で
な
く
、〈
調
和
追
求
協
同
思
索
法
〉

の
開
発
な
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
わ
か
ら
な
い
も
の
ご
と
が
、
あ
る
。
さ
う
、
甘
受
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
こ
れ
こ

そ
が
、
人
間
と
し
て
、
精
神
安
定
の
根
本
な
の
で
す
。
最
高
の
悟
り
で
す
。
無
理
な
く
、
無
駄

な
く
、
未
知
を
、
既
知
に
、
し
て
い
き
あ
ひ
ま
せ
う
。

ヤ
マ
ト
平
民
会
議
と
い
ふ
、
人
間
社
会
の
〈
本
史
〉
の
起
点
か
ら
、
人
間
社
会
が
健
康
平
和

化
し
て
ゆ
く
必
然
を
、
理
性
的
に
、
待
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
た
く
し
の
学
問
の
最
高
の
師
た
る
、
三
浦
つ
と
む
師(1911

～1989)
に
、
本
論
を
捧
げ

ま
す
。
師
こ
そ
は
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
中
退
と
い
ふ
、
学
校
歴
で
す
。
無
学
校
歴
は
聖
人
化

し
う
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
風
な
思
考
統
合
の
威
力
、
そ
れ
の
復
興
な
の
で
す
。
在
野
に
て
孤
高
の
独

学
に
追
ひ
込
ま
れ
た
、〈
学
問
歴
〉
は
、
学
校
歴
と
、
区
別
さ
れ
ま
す
。
三
浦
師
に
お
い
て
も
、

わ
た
く
し
に
お
い
て
も
。

明
る
く
な
る
よ
ね

明
る
く
な
る
さ

仲
良
く
な
る
よ
ね

仲
良
く
な
る
さ

賢
く
な
る
よ
ね

賢
く
な
る
さ

エ
レ
ガ
ン
ト
に

や
さ
し
く

エ
レ
ガ
ン
ト
に

や
さ
し
く

エ
レ
ガ
ン
ト
に

や
さ
し
く

次
の
社
会
を


